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乞ご期待 !!

　日泰寺の地元、田代小学校、城山中学校を卒業。旭丘高校、早稲田
大学をへて、日本銀行に18年間勤務。
　2001年から参議院議員。元内閣府副大臣・厚生労働副大臣。地元
の歴史・文化遺産の継承と振興のために「弘法さんかわら版」を執筆
しています。今年で、足かけ14年目。
　日銀時代に母校の大学院博士課程を修了(学術博士)。現在は、早
稲田大学と中央大学大学院の客員教授も務めています。
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
も

う
す
ぐ
秋
本
番
。
待
ち
遠
し
い

で
す
ね
。
さ
て
、
旧
暦
の
知
立

の
縁
日
は
今
月
は
三
日
、
新
暦

の
覚
王
山
の
縁
日
は
も
ち
ろ
ん

二
十
一
日
で
す
。

　

般
若
心
経
の
意
味
を
学
ぶ
今

年
の
か
わ
ら
版
。
生
き
方
や
社

会
の
あ
り
方
を
考
え
る
際
の
道

標
（
み
ち
し
る
べ
）
で
す
。

　

今
月
は
「
無
無
明
亦
無
無
明

尽
（
む
ー
む
ー
み
ょ
う
や
く
む

ー
む
ー
み
ょ
う
じ
ん
）
乃
至
（
な

い
し
）
無
老
死
亦
無
老
死
尽
（
む

ー
ろ
う
し
ー
や
く
む
ー
ろ
う
し

ー
じ
ん
）
」
の
十
八
文
字
。

　

先
月
号
の
復
習
か
ら
始
め
ま

す
。「
乃
至
」
は
「
何
々
か
ら
何
々

ま
で
」
と
い
う
意
味
の
古
語
で

し
た
ね
。
で
は
、
こ
こ
で
は
何

か
ら
何
を
「
乃
至
」
と
い
う
言

葉
で
表
現
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

人
の
一
生
は
、
様
々
な
「
因
」

と
「
縁
」
つ
ま
り
「
因
縁
」
が

織
り
成
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

仏
教
で
は
「
十
二
縁
起
」
と
呼

び
、
十
二
の
段
階
に
分
け
て
考

え
ま
す
。

　

最
初
は
「
無
明
（
む
み
ょ
う
）
」
。

本
能
的
な
欲
望
で
す
。
両
親
の

「
無
明
」
に
よ
っ
て
生
を
受
け
、

二
番
目
の
「
行
（
ぎ
ょ
う
）
＝

業
（
ご
う
）
」
を
受
け
継
ぎ
ま
す
。

先
祖
や
両
親
の
過
去
の
行
い
や

潜
在
意
識
を
引
き
継
い
で
い
る

こ
と
を
示
し
ま
す
。

　

三
番
目
は
「
識
（
し
き
）
」
。

生
を
受
け
た
個
人
の
自
我
。
四

番
目
は
「
名
色
（
み
ょ
う
し
き
）
」
。

「
名
」
は
精
神
、「
色
」
は
肉
体
。

母
の
お
腹
の
中
で
精
神
と
肉
体

を
得
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

五
番
目
は
「
六
処
（
ろ
く
し

ょ
）
」
。
こ
こ
で
ま
た
先
月
の
復

習
。
眼
（
視
覚
）
耳
（
聴
覚
）

鼻
（
嗅
覚
）
舌
（
味
覚
）
身
（
触

覚
）
の
「
五
感
」
に
「
第
六
感
」

で
あ
る
心
（
意
識
）
を
加
え
て

「
六
感
」
。
つ
ま
り
「
六
処
＝
六

感
」
を
身
に
つ
け
、
こ
の
世
に

生
ま
れ
ま
す
。

　

六
番
目
は
「
触
（
し
ょ
く
）
」
。

母
か
ら
生
ま
れ
て
外
界
に
「
触
」

れ
、
人
生
を
ス
タ
ー
ト
。
七
番

目
は
「
受
」
。「
六
処
」
か
ら
様
々

な
情
報
を
「
受
」
け
る
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。

　

八
番
目
は
「
愛
（
あ
い
）
」
。

自
我
に
目
覚
め
、
欲
が
生
じ
、

全
て
の
も
の
を
渇
「
愛
」
。
そ

し
て
九
番
目
は
「
取
（
し
ゅ
）
」
。

渇
愛
す
る
も
の
を
、
何
と
し
て

も
奪
い
「
取
」
り
た
い
と
す
る

罪
業
。

　

十
番
目
は
「
有
（
う
）
」
。
罪

業
が
自
分
の
中
に
「
有
」
る
た

め
、
十
一
番
目
の
「
生
（
し
ょ

う
）
」
つ
ま
り
「
生
」
き
る
こ
と

が
苦
し
い
状
態
に
至
り
ま
す
。

　

そ
し
て
十
二
番
目
が
「
老
死
」
。

人
は
誰
で
も
老
い
、
死
ん
で
い

き
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
で
今
月
の
十
八

文
字
が
想
像
で
き
ま
す
。
無
明

は
な
く
、
無
明
は
尽
き
な
い
。
行
・

識
・
名
色
・
六
処
・
触
・
受
・
愛
・

取
・
有
・
生
も
同
じ
。
老
死
も

な
く
、
老
死
も
尽
き
な
い
。

　

そ
う
で
す
、
人
間
の
輪
廻
（
り

ん
ね
）
は
「
十
二
縁
起
」
の
無

限
の
繰
り
返
し
。
始
ま
り
も
終

わ
り
も
な
い
の
が
こ
の
世
の
真

理
。

　

こ
の
真
理
が
体
得
で
き
る
と
、

何
か
に
「
拘
る
」
「
囚
わ
れ
る
」

気
持
ち
も
和
ら
ぎ
、
身
の
回
り

の
問
題
、
人
間
関
係
や
社
会
の

問
題
も
ず
い
ぶ
ん
解
消
さ
れ
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
ま
た
来
月
。
ご

き
げ
ん
よ
う
。
合
掌
。

※

お釈迦

日本仏

営

法さ
大塚耕

さんさんさん
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